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6

特定分野別
計画

SDGs 総合判定

予算額
（千円） Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３

施策目標

現状と
課題

前年度二次
評価意見

対応状況

<主な取組>

今年度の
取組

実績と
成果

参考HP①

参考HP②

参考HP③

13,750千円 15,165千円 16,778千円

関係機関と連携した住民の防犯意識の高揚や自主防犯活動の促進のための施策を推進するほか、社会全体で
の暴力団の排除、犯罪をした者等の円滑な社会復帰を図ることによる再犯の防止、犯罪被害者等の受けた被
害の早期回復や軽減を図るなど、犯罪のない安全で安心な社会づくりを目指す。

（犯罪のない安全で安心な地域づくり）
・特殊詐欺による被害や子供・女性を対象とした犯罪が依然として後を絶たない状況にあり、道民が安全で
安心して暮らすことができる北海道の実現に向けて、治安上の課題に的確に対応した取組を推進する必要が
ある。
・「自らの安全は自らが創造していく」という意識を基本とする条例の基本理念のもとに、関係者間で協
働・連携し、犯罪の防止に関する意識の高揚を図るため、犯罪のない安全で安心な地域づくりに向けた道民
運動を進めていく必要がある。
・社会全体での暴力団排除を実現するため、全道の各地域、各職域に暴力団排除意識を更に浸透させる必要
がある。
（犯罪被害者等支援）
・犯罪被害者等への総合的な支援を行うため、関係機関・民間団体と連携を図りながら、「北海道被害者相
談室」及び「性暴力被害者支援センター北海道」の設置運営、誤解や無理解による二次被害をなくすための
普及啓発活動などの取組を一層進めていく必要がある。
（再犯防止施策の推進）
・犯罪をした人等が地域社会で孤立することなく、再び社会を構成する一員として地域に定着できるよう支
援する取組を進める必要がある。

北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり推進方策

やや遅れている

環境生活部くらし安全局道民生活課 HP https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/a0001/

（犯罪のない安全で安心な地域づくり）
・北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり条例を制定、防犯意識の高揚を図り防犯活動を推進。
・全道推進会議（道、道警、道教委三者の事務局体制）を設置、行政と民間が連携した活動や情報共有。
・北海道暴力団排除推進連絡調整会議の開催により、関係機関等と情報を共有し、暴力団排除活動に関する
連携を強化する。
（犯罪被害者等支援）
・北海道犯罪被害者等支援施策推進懇談会を開催し、国等の関係機関・団体や有識者から広く意見を求め、
「第４次北海道犯罪被害者等支援基本計画」を効果的・効率的に推進する。
・引き続き「性暴力被害者支援センター北海道」を設置運営し、性暴力被害対策を推進する。
（再犯防止施策の推進）
・「北海道再犯防止推進計画」に基づき、北海道再犯防止推進会議及び地域会議を開催し、関係機関・団体
等と情報共有や意見交換を行い、計画を総合的に推進する。

（犯罪のない安全で安心な地域づくり）
　・防犯活動に功績のあった４団体等の表彰し、防犯意識の高揚を図った。（R4.10、R5は10月実施予定）
　・全道推進会議を開催し、関係機関が治安上の課題や防犯に関する取組等の情報を共有した（R5.2)
　・急増する特殊詐欺被害に対応するための取組として金融機関と連携した注意喚起などを実施したほか、
　　痴漢・盗撮の根絶に向けたキャンペーンを実施するなど取組を強化し、これら犯罪への防犯意識の高揚
　　を図った。
（犯罪被害者等支援）
　・国等の関係機関・団体や有識者から広く意見を求め、「第４次北海道犯罪被害者等支援基本計画」を
　　効果的・効率的に推進するため、「北海道犯罪被害者等支援施策推進懇談会」を開催（R4.10.28 ）
　・引き続き「性暴力被害者支援センター北海道」を設置運営し、性暴力被害対策を推進する。（R4年度
　　相談件数：1,137件）
　・犯罪被害者等の置かれている状況や支援の必要性等について、道民の理解を深めることを目的に
　　「北海道犯罪被害者等支援フォーラム」を開催（R4.12.1 ）
（再犯防止施策の推進）
　・地域における再犯防止の対策等に係る情報の共有、ネットワークの構築等を目的として、北海道
　　「再犯防止推進会議」（R4.6.12 ）及び「地域会議」（札幌.函館．旭川．釧路4地域）を開催
　・広く道民に再犯防止に対する理解を深めることを目的に、「北海道再犯防止推進フォーラム」を開催
（R4.7.28 、R5.6.30）

令和５年度　基本評価調書 道民生活課

安全で安心な地域づくり 0306

道民生活の安全の確保と安心の向上 1(5)A

関連重点
戦略計画等

北海道創生総合戦略

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/a0001/


<指標分析>　⇒成果指標は、原則、取組項目ごとに１つ以上、全体で５つ以下とする

増加 人 R2年度 R3年度 R4年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値 3,800 3,800 3,800 3,900

実績値 3,513 3,569 3,598

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名⑤

－ －

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名③

分析（主な取組と成果）

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名④

－ －

－ －

目標達成に向けて、有用なコンテンツとしての認識が深まるよう、道警との連携強化により、情報の速報性や内容の充実
に努めているが、目標値には到達していない。

指標名②

－ －

毎年調査、４月公表 出典（根拠計画等） 北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり推進方策

分析（主な取組と成果）

設定理由
道民の防犯意識の高揚や自主防犯活動の促進に係る取組の成果を測る指標として設定。道民の防犯意識の高
揚や自主防犯活動の促進に係る取組の成果を測る指標として設定。

出典（根拠計画等）

令和5年度 基本評価調書

指標名①

【1(5)A_0306】安全で安心な地域づくり

「安全安心な地域づくりメールマ
ガジン」登録者数

94.7% Ｂ



令和5年度 基本評価調書 【1(5)A_0306】安全で安心な地域づくり

<取組分析（連携状況、緊急性・優先性）>

<取組分析（その他の統計数値等）>

b

b

c

（課題）
犯罪をした人等が地域社会で孤立することなく、再び社会を構成する一員として地域に定着できるよう支援する取組を進
める必要がある。

（課題）
犯罪被害者等は、必要十分な支援を受けられず、また、二次被害に苦しめられることが未だに少なくなく、被害の実情や
支援についての社会的関心も高いとは言えない状況

（課題）
犯罪のない安全で安心な地域づくりを進めるため、道民ひとりひとりが防犯意識をもち、関係機関が連携しながら犯罪防
止のための自主的な活動に散り組むとともに、地域の生活環境を犯罪が発生しにくいものへのと改善していくことが重
要。

統計数値等③ 過年度① 過年度② 最新年度

・刑法犯認知件数
・特殊詐欺認知件数
　（被害額）
・子供被害犯罪認知件数
・女性被害犯罪認知件数

(R2)
18,467件
183件

(約5億円）
159件
149件

(R3)
18,429件
140件

（約5億9千万円）
211件
158件

(R4)
19,604件
308件

（約12億4千万円）
190件
168件

北海道犯罪被害者等総合相談　相談件数

分析等

（分析等）
R4の道内の刑法犯認知件数は、20年ぶりに前年比増となり、特に自転車盗や、特殊詐欺の認知件数の増加が
顕著となっているほか、子供や女性を対象とした犯罪等の発生も依然として後を絶たない状況状況となって
おり、治安上の課題に的確に対応した取組を推進していく必要がある。

(R2）
798人

(R3）
945人

(R4）
1,137人

分析等

（分析等）
刑法犯認知件数や特殊詐欺認知件数が増加する中、道内の犯罪被害者等総合相談件数も増加傾向にあること
から、引き続き犯罪被害者等に係る支援を継続する必要がある。

分析等

（分析等）
様々な犯罪被害に係る総合相談窓口の設置や地域で行われる講演会への職員派遣等の取組により、道内の刑
法犯検挙者中の再犯者率は減少しているものの、引き続き再犯防止に係る取組を継続する必要がある。

統計数値等② 過年度① 過年度② 最新年度

統計数値等① 過年度① 過年度② 最新年度

道内の刑法犯検挙者中の再犯者数、再犯者
率

(R元）
3,644人
45.5％

(R2）
3,203人
45.3％

(R3）
3,323人
44.0％

連携状況

（課題）
特殊詐欺被害や、子供・女性を対象とした犯罪が依然として後を絶たない状況のなかで、道民が安全で安心して暮ら
すことができる北海道の実現に向けて、道民、事業者、行政等の連携強化を図り、治安上の課題に的確に対応した取
組を推進する必要がある。

（取組）
・市町村、防犯団体等と連携した特殊詐欺被害を防止するための体験会の開催や、道警、交通事業者等と連携して
痴漢・盗撮根絶を呼びかける街頭啓発を行うなど、関係機関が連携して取組を推進している。
・道民の集いの開催（R4.10)や、市町村等へ情報提供を行っている。

緊急性
優先性

（課題）
R4の道内の刑法犯認知件数は、20年ぶりに前年比増となるとともに、道民意識調査において、犯罪被害に関して半
数の人が不安を感じている状況から、「自らの安全は自らが創造していく」という意識を基本とする条例の基本理念の
もとに、関係者間で協働・連携し、犯罪の防止に関する意識の高揚を図るため、犯罪のない安全で安心な地域づくり
に向けた道民運動を進めていく必要がある。

（取組）
・関係機関の協働・連携のもと、犯罪のない安全で安心な地域づくりに向けて、治安上の課題に的確に対応した各種
啓発活動を推進する。

□ 成果指標で課題への対応を説明済



令和5年度 基本評価調書 【1(5)A_0306】安全で安心な地域づくり

<総合判定>

○

○

ｃ

※ 成果指標の指標判定が「Ｄ」の指標

対応方針番号

①

②

③

<二次政策評価>

二次政策
評価

 （　　　－　　　）

指 標 判 定
総 合
判 定

やや遅れている緊急性・優先性

その他の統計数値等

Ｂ

連 携 状 況

翌年度に
向けた
対応方針

内容

関係機関の協働・連携のもと、犯罪のない安全で安心な地域づくりに向けて、治安上の課題に的
確に対応した各種啓発活動を推進するとともに、「安全安心な地域づくりメールマガジン」が有
用なコンテンツとしての認識が深まるよう、内容の一層の充実とともにメールマガジン登録の呼
びかけの強化を図っていく。



施策名 施策コード

うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

0607 事務 道民生活課総合調整業務
管理・監督、職員の服務、研修、道議会事務、文書事務、予算・決
算等に関する各係及び課内の庶務並びにくらし安全局、各振興
局に関する管理、調整事務

道民生活課 0 0 0 2.0 3.3 5.3 41,552

0608 一般 性暴力被害者支援事業
性暴力被害者が相談しやすい環境整備及び医療関係者との連
携強化を図る。

道民生活課
女性支援室

0 11,134 5,714 1.4 0.0 1.4 22,110

0609 一般 犯罪被害者等支援推進事業費
犯罪被害者等への支援に向けた相談体制の整備や普及啓発等
に関する業務。

道民生活課 0 1714 1594 1.0 1.4 2.4 20,530

0610 事務 更生保護及び再犯防止推進事業
更生保護、社会を明るくする運動及び北海道再犯防止計画の推
進業務

道民生活課 0 0 0 0.7 0.5 1.2 9,408

0611 一般 暴力団排除推進事業費

「北海道暴力団の排除の推進に関する条例」に基づく、道の公共
事業等からの暴力団排除。暴力団排除のための推進体制の整
備。市町村に対する暴力団排除に関する情報提供、技術的支
援。財団法人北海道暴力追放センター等関係団体に関する事
務。

道民生活課 0 101 101 0.2 0.0 0.2 1,669

0612 一般 安全で安心な地域づくり事業
犯罪のない安全で安心な地域づくりを推進するための体制整備
や広報・啓発活動のための業務

道民生活課 0 801 463 0.6 2.9 3.5 28,241 ①
改善（指標分

析）

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0.0 0

0 13,750 7,872 5.9 8.1 14.0

令和5年度　事務事業評価調書 安全で安心な地域づくり 0306

整理番号 重複施策 経費区分 事務事業名 事務事業概要
課・局
室名

計

前年度からの
繰越事業費
（千円）

事業費
（千円）

執行体制
フル
コスト
（千円）

一次政策評価

二次政策評価意見


